
平成３１年度　学校評価表

学校評価の流れ（※平成31年度の学校評価が令和2年度および令和3年度の教育活動につながる部分のみ表記しています。）

区学力定着度調査
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戸越台中学校校区教育協働委員会 委員長 美谷島　正義

　校区教育協働委員会は、品川区校区教育協働委員会設置要綱（改正 平成３１年３月２８日教育長決定要綱第８号）
に基づき、次に掲げる事項について、学校評価を行っています。
　(1) 学力に関すること。
　(2) 人間性や社会性に関すること。
　(3) 体力・健康に関すること。
　(4) いじめ防止の取組に関すること。
　(5) 特色ある教育活動に関すること。

　学校評価を行う際、評価項目ごとに「成果指標」と「取組指標」を設定し、取組状況と取組によって表れた成果に
ついて把握しています。学校評価により浮き彫りになった学校の課題を委員会で共有し、改善策を考えました。
　学校評価の結果を公表するとともに、今年度の取組の見直しや来年度の教育課程の編成に生かしていきます。
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平成31年度 学校評価 品川区立戸越台中学校
評価項目１ 学力に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

家庭学習の定着　　定着率７０％
(アンケートの実施）

3学期の授業アンケート結果により達成できている。数値的に
も進歩がみられた。 A

・「自学ノート」全学年実施、学年体制で指
導。・定期考査前の学習計画の立て方（年４
回）・補充教室の実施。

「自学ノート」全学年実施。定期考査前の学習計画の立て方指
導・補充教室も実施できた。未来塾や９年の受験に向けた補
充も行えてた。

A

授業改善　授業アンケート
「できる」・「わかる」８０％

3学期アンケートより達成できている。8年についても良い方向
に変容がみられた。 B

・毎学期末「授業アンケート」を実施。結果・
生徒からのコメントを返す。教員自身の分
析・次の学期等への改善に活かす。

各教員より３学期の目標を、担任・学年主任からは学年・学級経営の
２学期の反省および３学期の目標を立てさせた。学年のまとめを意識
してスタート。これから振り返りに入る。

A

学力調査等　達成率各教科上位増
(平均を上回る率を上げる)

９年の１０月の実力テストの結果がでた。平均は上回ってい
る。２月２７日に7・８年で実力テストを実施。結果はまだ来てい
ない。

B

全国・都・区学力調査結果の分析、達成率の
低い項目について補足授業や課題を出す等
して補充を図る。

７月と比べ9年の10月の結果は若干数値が落ちている。基本
真面目に取り組む学年だが、突出してできる生徒が少ない。
基本を中心にどの学年も取り組む。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

8年生についてはちょうど80％ではあるが、
区・都の学力調査や定期考査結果から見て
50％にも満たない気がする。学校全体として
の授業改善・授業規律の徹底が必要であ
る。
「授業アンケート」等今後も継続。教員自身も
自らの授業を振りかえることにより、授業改
善に結びつける。

③

学年によって厳しい現状にある。8年につい
ては入学当時の学力を考えると他学年より
低いのは想定できるが、下位層の成績を底
上げするだけの取り組みは行えている。
授業サポートとしての未来塾は１学期より参
加者が多くなった。例年7年生の参加は多い
が、塾に行っていない9年生の利用も10名以
上あった。教科の協力もあり試験前の質問
教室も合わせて行っていく。

②

自ら学び、よく考え、行動できる生徒を育てるための基盤となる
「基礎学力の定着」に努める。

アンケート実施は生徒を把握する一つの手
段として次年度も継続していく。
自学ノートの取り組みにより、学習習慣は定
着してきたと考えるが、学習時間と質が課題
である。

今後の課題と改善策

重点目標

評
価
指
標

①



平成31年度 学校評価 品川区立戸越台中学校
評価項目２　人間性や社会性に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

「挨拶」の徹底　アンケート肯定率８０％
意識して取り組めている生徒が多いが、挨拶の現状としては
低い。挨拶のレベル表や語先後礼など学校全体で共通認識さ
れ、指導しやすくなった。

B

挨拶のレベル表の再度徹底。
生徒会等と共にマナーアップ運動の展開。

７年の提案で語先後礼が出てきた。全校で取り組むようになっ
た。最後の生徒会朝礼（2/17）の取り組みと成果と課題を確認
した。

B

「服装」・「五分前行動」・「役割を果たす」アン
ケート肯定率８０％

3学期アンケートよりおおむねできていると考える。 B

代表委員による毎朝5分前の着席チェックを
はじめ、各委員会による活動。

実施できた。検証し、新たな取り組みを考えていく。 A

各学期における振り返りの実施。生徒自身・
学級・委員会として。

前期の委員会の反省を行い、後期につなげてきた。マンネリ
化も見られるので、再度見直していく。 B

人としての在り方生き方について考え・行動
させる。（キャリア教育の充実）体験活動数と
感想・アンケートの達成率７０％

各学年：体験活動として校外・宿泊行事アンケート結果より２学期はおおむ
ね達成できた。市民科一貫プランについてグループの各学校の教育課程に
書き込み、「キャリア教育」を柱に３校で進めている。

B

７・８年「職業調べ」・「職場体験｝８年・８・９年
の「上級学校調べ」・訪問。ねらいの明確化と
自分の生き方と重ねて考えさせる。

８年の「職場体験」について努力して成果を上げた生徒も多かったが、意義や自分の
立場が十分理解できなかった生徒もいた。2/1立志式に向けて各自自分の将来につ
いてまとめ、代表が意見発表した。9年は進路へ向けて取り組めた。7年は職業調べは
夏休み中の課題で行い、３学期は職業人の話を聞く会を行う。

B

進路＝生き方。進学ではないという意識を保
護者も含めて徹底させる進路指導の充実。
全校を対象とした進路説明会の実施。

朝礼や各学年の面談等でも常に【進路＝生き方】と伝え、進学ではないこと
や偏差値の高いところへという偏った考えについて様々な機会をとらえて話
をしてきている。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

生徒・保護者の中には偏差値や学力で高校選びをして
いる現状がまだある。生徒だけでなく、保護者への徹
底は難しい。
市民科一貫プランについてはまだ十分でない面もある
が、2/19に小学校のグループとも会議し、推進状況の
確認と情報共有を行った。
８年においては上級学校訪問→職場体験→立志式へ
の進路の流れをつなげることができた。もう少し職場体
験への準備の時間がほしかった。次年度調整予定。

社会に通用する・社会に貢献できる生徒の育成に努める.重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①
挨拶のレベル表をもう少し周知させる必要が
ある。生徒会・代表・規律委員会で活動を広
げていく。

②

より生徒主導（生徒会や委員会）で行い、や
らされている感を感じないものにする。
よくできた・おおむねできたを合わせると90％
になる。個々に問題があり、家庭の協力が取
れない生徒も多い。
委員会でチェックをしたら必ず生徒朝礼や学
年集会で報告し、改善等を呼びかけていく。



平成31年度 学校評価 品川区立戸越台中学校
評価項目３ 体力・健康に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

保健体育の授業、体育的行事の取り組み・
参加意欲の向上。
アンケート肯定率８０％

好きな運動部の部活動はよく行えている。体育が苦手な生徒
や人との関わりが上手くいかない生徒もいるので、様々な声
掛け・配慮を行った。けがやトラブルも見られた。

A

運動会の種目の見直し変更や各学年の球
技大会の実施。

２学期には連合体育大会が行われ、代表選手が頑張ってきた。東京駅伝で
も男女１名ずつが代表に選ばれ頑張った。校内においての球技大会につい
ては３月実施予定であったが、新型コロナのため休業で実施できなかった。

A

心の健康への取り組み。
不登校率を押さえる。

２月末まで、30日以上欠席が7年2名・8年7名・9年6名いる。本
人や家庭の課題も大きく関係諸機関と連携しながら進めてい
る。

B

SCによる７年の全員面談。校長面談。
学級・学年におけるエンカウンター等の授業
の実施。保健体育や道徳的な授業の工夫。

今年度の面談終了。校長としては、進路面談の前に9年に普
通の面談をしておきたかった。 B

関係諸機関や特別支援教室の教員などとの
連携や情報交換。

様々な課題を抱えている生徒に対して、警察・子ども安心セン
ター・ハーツ等定期的に連携を図っている。 B

基本的な生活習慣の定着
定着率　８０％

おおむね保護者の協力も得て努力しているが、十分に連携を
図れない家庭も多々ある。今後とも本人を中心に指導し、家庭
との連携も継続していく。

A

・Iチェックや生徒・保護者アンケートの分析・
指導。

担任・学年を中心に分析し、個々への対応について考え、実
行できた。家庭訪問・電話連絡等を含め今後も細やかな対応
を心掛けていく。

B

学校便り・保健便り・給食便り等で啓発活動。
給食試食会や地域健全育成委員会等でも扱う。

健全育成運営連絡協議会12/6「虐待について」・1/31警察の方から話をいた
だく、共にで盛況であった。給食試食会でも栄養士から、給食を出すにあ
たっての配慮やアレルギー対応について具体的な話があり、保護者への啓
発ができた。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

今年度はＰＴＡ主催の「校長先生の話を聞く
会」や給食試食会での栄養士の講演の中で
も触れた。今後とも家庭との連携が必要なた
め、保護者会・学年便り・学校便り・給食便り
等で協力を求めていく。

心身ともに健康な生徒の育成に努める。重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

運動会の種目が改善され、苦手な生徒にも
活躍の場ができた。
体を動かすこと・チームでの取り組みを苦
手・嫌がる生徒もあるので、様々な工夫を今
後もしていく必要がある。

②

精神的に不安を抱える不登校生徒・起立性
障害、ＳＣに頼る生徒が多い。家庭的に親子
関係が厳しい生徒も多い。特に8年では最大
限の努力をしているがなかなか効果がみら
れない。専門家につなげたいが家庭が拒否
しつながらないケースが顕在する。
生徒が抱える悩みの内容は学校内だけでは
ない。今後とも注意深く関わっていく。



平成31年度 学校評価 品川区立戸越台中学校
評価項目４　いじめの防止の取組に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

生徒理解・家庭環境や保護者の考え方等の理解を図
る。そのための手立てと校内委員会等による情報の共
有。教員の意識の割合７０％

【　Ｉチェック・hyperQUの結果　】・それに伴い分析、今後の対応について全体
で共有・実践した。毎月の生活アンケート等地道に取り組んでいるが、まだ
担任一人が抱えることが多い。十分に校内委員会が機能していない。

B

４月全校家庭訪問７月・１２月全校三者面談。
７年のSC面談・校長面談・校内委員会等も参考と
する。

夏休み中・11月の9年の進路に関する面談・12月全校の三者
面談を実施。ＳＣ・養護教諭・巡回相談・特別支援専門員等担
任・学年以外からの情報を大事にしている。

A

生徒理解を深め、個人の成長と共に集団の
成長を目指す。
アンケート　充実度・満足度８０％

生活アンケート以外にも絆ノートから細かな状況が把握でき、
生徒理解に役立っている。アンケート結果をもとに迅速な対応
を心掛けている。。

A

生活アンケート（独自毎月・区年３回）分析・
対応。本人聞き取り関係生徒・保護者等

独自アンケート（毎月）結果集計、その後聞き取りを行えてい
る。アンケートは一つの方法なのでしっかりと生徒達を観察
し、話す等アンテナを高くしていく。

A

IチェックやhyperQU分析・手立てを模索す
る。
課題について保護者とも共有する。

12月の三者面談で2学期の振り返り、良かった点・課題に対し
て共有した。 A

学級・学年・学校として未然防止に努める。
前年度比程度

区へのいじめ報告　2月末の時点今年度２件（7年・8年）。1学期の時点から
解決に結びついたものもあるが、継続して様子を見ているものもある。 B

学校公開時にいじめ根絶バッジの着用。
生徒会として生徒の自治活動の充実。

バッジ着用している。どこまで意識が高まっているかは疑問。7年については
班長を中心に様々な取り組みができてきている。少なくとも担任と生徒が学
級について話し合う時間・具体的な取り組みを考えた。

B

各種アンケートの実施・分析。学年会・生活
指導部会・校内委員会等実施。関係諸機関
と連携する。

アンケート等を含め計画的に実施。
関係諸機関等についてもケースに応じて積極的に対応してい
る。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②
どのアンケートについても正直に現状を書い
てきていると考える。今後これをいかに活か
すか、具体的に考えていく。

③

絆ノートがあることで、早期発見できたものも
ある。生徒会が12月に実施したいじめ根絶
のための「感謝・激励カード」はよかった。個
人あてもものまで発展させた。１月に玄関
ホールに掲示し、２月の児童生徒会懇談会
でも発表。３月には各学年の教室や廊下等
に掲示。
アンケート・絆ノート等継続実施。

重点目標 一人一人を大事にして、安心・安全・快適な学校づくりを目指す。

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

特別な支援を要する生徒だけでなく、様々な
課題を抱える生徒に対して、生活指導部・校
内委員会の更なる強化および関係諸機関と
の連携をより一層進めていく。
次年度も継続していく。



平成31年度 学校評価 品川区立戸越台中学校 公開

評価項目５　（特色ある教育活動に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

読書活動の充実　朝ステップ等の計画的な実施。学期
に10冊読む生徒が全体の70％以上。ブックトークの全
員作成・発表と、アンケートによる月読書の冊数のＵ
Ｐ．

３学期アンケートによると10冊以上読めた生徒が、全体で18%・５冊以上が
24%であった。1冊未満も１割程度存在する。2学期の10冊以上の数値より
2％ではあるが上昇した。1冊以上が46％と半数近くいる。

B
朝SU読書の時間の着実な実施。２学期に各学級・学年
でブックトークの実施。掲示。
図書スタッフや図書委員会、校長の本に関する「あしあ
と」掲示物の充実。

朝読書の時間実施。生徒全員がブックトークを実施、自分の好きな一文等も
紹介した。図書委員会の取り組みとして各クラスの本棚の実施で多数の本を
借り上位3クラスを表彰し、7・8年生で図書スタッフによる本の紹介も行った。

B

様々な人とのふれあいからの学びの機会と内容の充
実。
生徒や参加者の感想・アンケート達成感80％以上。

９月に入ってからも戸越神社の子ども神輿ボランティア、10月の地区の防災
訓練等積極的に参加できた。8年は職場体験に向けて挨拶・体験・お礼と多
くの方と係われた。7年生は３月に地域の方から職業の話を聞く会を行う。

A

複合施設としての利点を生かした福祉学習（７年・９年）・障が
い者（８年）や赤ちゃん（７年）や幼児（８年）との体験活動を確
実に行う。その他ボランティアを計画し、参加状況。

福祉学習7年で実施済。7年が高齢者体験・赤ちゃんふれあい事業・8年家庭
科の授業で保育園交流学習、9年は手話は行えた。福祉学習の最後のまと
めは新型コロナのための休業で実施できなかった。

A

「立志式」（パラリンピックにからめた人選）における生き方講
演会の実施。

8年が自分の生き方について作文に取り組む。2/1「立志式」を行った。当日
は車いすバスケットチームの元キャプテン・パラリンピックビレッジの副村長
根本　慎志にお越しいただき、体験および講演をいただいた。

A

日本の伝統・文化を大事にする教育活動の
確実な実施。生徒の感想・アンケート達成感
80％以上。

校内にもひな飾りをする・掲示物を作成する等、様々な機会に
日本の伝統・文化について考えさせている。 A

７年磐梯・８年鎌倉・９年奈良・京都と歴史を学び文化にふれる。座禅体験（９年）や
伝統工芸品（７・９年）つくりにも取り組む。
事前学習・事後学習による発表や掲示物（全学年）。アンケート実施満足度。

作品展で事前学習や事後学習、作成してきた作品を展示する
ことで、再度歴史や文化について考えさせる。 A

９年で芸術鑑賞教室として能を鑑賞し、装束や面・謡に
ついて体験する。校内では全学年で七夕やひな飾り・
百人一首大会等も行う。

市民科や行事でも伝統文化への取り組みはあったが、各教科内でも
創意工夫していた。7・8年では百人一首大会を行った。9年は能鑑賞
を実施した。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

授業でに日本の伝統文化について英語で説
明する暗唱テストも行った。
事前学習もきちんと行っているので、意識づ
けはできてきている。
一回一回を大事にして、日本の伝統文化に
ついて考えさせ、自分自身で紹介できるよう
にさせたい。

キャリア教育の視点からの教育の見直し・充実　と
　　　　　　　　　　　　「落ち着いた品位ある学校づくり」に努める。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

学校全体として朝読書について徹底できな
い面もあった。
落ち着いて朝の時間を過ごすことはとても大
事である。学年朝礼等も組み込みながら朝
の時間を考えていく。

②

工事の関係で特養とのボランティア活動が
縮小化している。あと２年かかるので元に戻
せるかは課題となる。
様々なボランティアの機会が設定され、生徒
も積極的に参加できていた。
様々な人との係わりについては計画的に組
み込んでいく。



平成31年度 学校評価 品川区立戸越台中学校 公開

評価項目６　（信頼される学校づくりに関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

開校６０周年記念式典・祝う会の成功。
参加者満足度７０％以上

様々な点で十分ではない面もあったが、できる中では最高のものができたと
考える。生徒・教員ＰＴＡ・祝う会の実行委員についても同様であった。周年ソ
ングを作ったことで生徒の意識は高められた。

A

祝う会実行委員会の定期的な開催・校内委
員会の進捗状況の確認。

最後までバタバタとしたがみんなの協力によって無事終えるこ
とができた。 A

学校理解の推進
学校公開や保護者会の出席者数現状２０％
ＵＰ

人数的には努力の成果があるが、学校に対する信頼度につ
いては実感がない。2月末現在471人。昨年度は3083名。今年
度は3/7一回分少ないが、合計は3107名であった。

A

積極的なＰＲ（月１回学校便り・週１回校長室
より・手書きあしあと・随時：校舎内外の掲示
物）

計画的に着実に実施。どこまで生徒・保護者・地域に想いが伝わっている
か、学校便り2月号についてはグループの小学校で話題にしてくれた。また
宮前小学校での市民科地区公開講座でも話をしてきた。

A

ＰＴＡ文化部による「校長先生を囲んで」の実施。
ＰＴＡ組織追加で学年を作成し、各学年茶話会の実施
を計画。

２学期も地域健全育成連絡協議会や給食試食会等様々な企画をした。保護
者同士の横のつながり、先生との縦のつながり、上級生・下級生の保護者と
いう斜めのつながりが作れるように働きかけていく。

A

地域・ＰＴＡとの連携行事への取り組みと安
全管理についてのより協力者を増やす。

ＰＴＡ・学校から機会あるごとに呼びかけ。周年においてもボラ
ンティアとして多数応募があり助けてもらえた。 A

ＰＴＡと生徒会によるチャレンジカップ・地域と
連携した中学生事業等の充実。

中学生事業は荏原平塚学園を会場に３学期に実施予定で
あったが、新型ウィルスにより中止となった。２学期から準備に
取り掛かった。現段階で40名程度の応募があった。

A

工事期間が本格的に始まり、詳細を生徒・保護
者・地域に伝えるとともに、部活動の場所等も含
め協力者を増やす。

着々と進んできている。居ながら工事のため、工事会議等を
通して今後も連携・調整を図りながら進めていく。3月から中学
校の分科会が始まる。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

保護者の参加数は多い方だと思うが、決
まった保護者が多い。学年便りは毎週・学校
便りは毎月発行している。
毎週ＨＰに校長室より・手書きの校長便り「あ
しあと」・不定期ながらも本の紹介を主とする
「あしあと」・掲示板ついても適宜変えてい
る。今後ともできることを確実に進めていく。
ＰＴＡについても「校長先生を囲む会」や各学
年茶話会も今年度実施。次年度も計画して
いく。少しでも風通し良くと考えた。

③

工事については細心の注意を払い、できる
だけ教育活動に影響が出ないようにと、努め
たが、今年度以上に次年度は特に夏に使え
ない箇所が増えてくる。やってもらわなけれ
ば終わらないので譲歩しながらも、できるだ
け良い環境で行えるように、知恵を出し合
い、保護者・地域との協力を得ながら進めて
いく。

重点目標
学校の応援団としての保護者・地域の信頼を得られるように積
極的に開く。

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①


